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かほく市社会福祉協議会広報誌

2018Nn36 みんなで築く地場福祉のまちづくり

2 かほく市社会福祉大会石川県社会福祉大会(穏告)

3 親予料理政室、介理施岨巳ついて知るう、七窓小学綬 f手!o体酸 J

4 かは〈市高綬笠ポランティ 7ヲサ クルJi5劃紹介

4 ジコ二?ポランテイ?サークル活劃紹介

5 かはくっ予ジユ三 7ボランティア体験夢策

5 ポランテイ?グループ紹介「舞踊 ，mの会」

6 民生餐贋児壷妥員構顎

6 つ忽がり仕掛け隊「若緑防災動 l線J r字野気防災 ~I曙J

7 飽蛾のお茶の間活動スタッフ主流集会

7 みん怠元気で輝いていま替〈各団体の活動報告}

8 社悩彦務所移厄の寮内
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日
月
四
日
(
火
)
に
七
縁
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

市
民
約
2
0
0
名
の
診
加
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
.

か
ほ
く
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
お
名

-
迎
鍛
聞
係
喜
多
面
喜
代
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ィ
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河
内
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n
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田
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l
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谷
啓
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堰
本
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智
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井
エ
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-
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新
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直
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孝
入
ク
一
予
盟
轟
下
徳
彦
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，
長
腫
佳
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・
"
今
淳
一
.
，
前
回
和
豊

・
・
謹

a
E
利
彦
・
用
高
岡
好
望

-
e

西
川
幸
男
.
，
石
川
葺
智
子

，
山
図
静
雄
.
，
溝
野
敦
子

小
ラ
ン
テ
ィ
影
小
山
幸
子
・
保
汗
関
係
顧
問
佳
子

市
内
編
祉
関
係
者

【
順
子
小
州
、
徹
体
略
】
-

両
日
小
同
級
陪
何
時
】

叩
月
回
目
{
火
)
に
第
町
田
石
川

県
社
会
福
祉
大
会
が
以
内
悩
祉
関

係
者
等
約

6
0
0
名
の
参
加
の
も
と

州
他
さ
れ
、
か
ほ
〈
市
か
ら
は
次
の

縮
祉
川
幅
胤
引
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
.

石
川
県
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車
表
影

5
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岡
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か
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市
社
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福
祉

協
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会
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悪
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1
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-
ボ
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テ
ィ
ア
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山
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す
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図
里
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北
本
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量
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山
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望
和
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あ
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•
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•
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E
川
曝
社
会
福
祉
協
館
会

会
長
表
彫

8
名

•
冨
理

京博
子美

明
，欠

理
事
長

氏

-
社
会
-
駐
車
草
書
家
本

.

.

村
井

・
2

臣
室
関
係
本
書
栄
治

間

体

役U
等

.
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
宥
沖
野
邦
子

・
表
奥
子

・
泊
野
弘
子

林
さ
ち
子

中
井
費
智
子

不
慮
の
事
故
に
よ
り
下
肢
隙
沓
を
巾
ゅ
う
こ
と
と
な
っ
た
講
師
は
、

w
ψ放
後
の
心
境
の
変
化
や
そ
れ

ま

で

気

に

則

前

め

る

こ

と

の

な

か

っ

た

人

生
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鎌

々

な

出

会
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を

ふ
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返
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な

が

ら

誠

翫
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し
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・

自

身

も

身
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関

市

を

持

ち

な

が
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、

劇

場

校

は

一

人

の

支

仮

者

と

し

て

活

W
附

さ

れ

る

前

前

は

、

こ

れ

か

ら

も

出

会

い

を

大

切

に

し

な

が

ら

活

動

を

し

て

い

き

た

い

と

話

さ

れ

て

い

ま

し

た

.

記
念
講
演

「
大
切
な
山
会
い
と
私
」

機
師
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ふ
れ
あ
い
工
房
た
ん
と

罪

健

••
••
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由
宇
羽
田
窃
自

7
月
日
日
(
日
)
「
ふ
れ
あ
い
工
房
た
ん

と
」
の
型
事
長
で
あ
り
.
車
い
す
の
科
恩
人

で
あ
る
福
井
健
二
さ
ん
と
「
た
ん
と
」
で
就

労
さ
れ
て
い
る
利
川
省
の
方
.
際
日
の
方
を

講
師
に
迎
え
、
手
作
り
ピ
ザ
に
刻
子
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
・
硲
々
な
形
の
ピ
ザ
が
こ

ん
が
り
焼
き
上
が
り
.
参
加
者
の
方
か
ら
笑

朗
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
.
ま
た
各
テ
ー
ブ

ル
を
回
り
な
が
ら
.
切
り
方
や
科
湿
の
コ
ツ

な
ど
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
・
側
綿
子
科

剛
也
教
室
を
通
し
て
.
闘
が
い
に
つ
い
て
考
え

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
・

社協定d;l)

9
月
四
日
(
本
)
高
齢
者
復
合
施
世
あ
い
お

い
の
見
学
を
し
ま
し
た
.
あ
い
お
い
の
中
に
は

「
特
別
後
護
老
人
ホ

I

ム
」
、
「
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
」
、
コ
テ
イ
サ
!
ピ
ス
」
が
あ
り
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
の
迎
い
や
特
徴
な
ど
駿
且
の
方
に

続
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
.
ま
た
、
レ
ク
リ
エ

l

ン
ヨ
ン
活
動
や
稼
ち
稲
い
た
雰
囲
気
の
中
で

利
川
者
の
方
が
過
ご
さ
れ
て
い
る
総
子
も
見
ら

れ
.
充
実
し
た
時
間
が
過
ご
せ
た
か
と
思
い
ま

す
.

ろ
う
あ
者
の

w
m凶
和
枝
さ
ん
じ
様
手
話
教

箪
の
判
制
口
市
さ
ん
阿
智
真
智
子
さ
ん
、
か
ほ

〈
市
役
所
の
手
話
通
訳
士
山
間
避
さ
ん
を
瞬

師
に
お
初
き
し
、
あ
い
さ
つ
や
自
分
の
名
前
の

手
話
を
学
び
ま
し
た
.
こ
の
綬
擦
で
は
一
切
稲

し
を
せ
ず
に
手
話
や
鍛
畿
日
協
の
み
で
枝
葉

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
.
子
ど
も
た
ち
自
身
、
集

中
し
て
自
ら
理
解
を
し
よ
う
と
す
る
安
併
、
そ

し
て
わ
か
ら
な
い
子
に
は
周
り
の
子
た
ち
が
自

然
と
助
け
船
を
出

し
て
い
る
姿
に
と

て
も
温
か
い
気
符

ち
に
な
り
ま
し
た
.

20H1.12かiま〈市社.だより~
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(河北台中学綬}

ナ
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でお手伝い

ライフクリエー卜かほくのハニ

ーコーム感謝祭でのお手伝い

-拙王国晴 I寓娘濯司 '~7.}~7..l福沼~"t)-I却問活 1量百紹FT・-

而~

のムコ
・
-
す

ニ
・
ま

ハ
た
れ

し
さ

古
川
ま
待

係
い
期

れ
車
行
が

わ
学
を
蹴

行
場
ア
訴

が
七
イ
の

式
や
テ
で

成
古
川
ン
域

結
!
保
ラ
地

に
す
鼠
ポ
の

日
で
学
の
ら

ゆ
ト
気
で
か

引
-
ノ
祭
れ

剖
タ
乎
謝
こ

ス
感

初期メンパー 5名で

か!事<m lま陥だよリ



主~z凶:zjiJn尊J主

当
会
は
、
平
成
問
年

4
月
、

、
・
~
祭
踊
白
楽
し
さ
薗
白
さ
を
地
域

「v
h
の
皆
繍
に
体
験
し
て
い
た
だ
き

『
4

た
い
と
の
漣
旨
で
発
足
そ
し

A
省
且
!
』
て
、
地
雌
崎
町
各
種
肩
書
'
に
参
加
、

剛
U

飽
瞳
慰
問
な
ど
各
方
面
で
活
動

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
、

室
去
は
日
本
舞
絹
若
柳
涜
新

舞
踊
聾
去
に
贋
し
本
絡
的
な
舞

踊
の
普
且
を
目
指
し
て
い
ま
す

が
、
会
員
の
高
齢
脚
化
の
波
に
逆

ら
え
ず
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
方
々

の
入
門
移
骨
っ
て
い
る
状
置
で
す
@

代
表

V
索
野
曙
子

g
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0
7
6
2
8
3
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7
7
8

::>"，~.." ~\

意大そ自

3覧会の然今
なで{自災年

体のの由は
駐ポ『は‘

とラ 'l ジ猛
なン・:~暑
つテ者ニや

たイ彼ア白

よア合ボ風
う」施ラで

でで級ンー

すはあテ部
. いイの

iIiおア前

内い体船

ので験者
小のに銅

学xl も祉

5 祭'"施
り響段

6~ をの

年「お夏

生開よ祭
6 カ-tl! り
名いしが

が者ま'"
ra/28 揚がい者主流スポ- I ・交しIi

ツ大会ボランティアJ ~ そ泌"-と
、， れスーな

M'。てのポッチャでしたが. 而3 ぞポしる

山知こは i 滞も体験しました!(Dれ l か怠
イfツしど

'8パ8あいおいでの夏祭り

ボランティアJ

おもちゃの金魚すくいのコー

ナーを任せてもらいました『

J 舞踊素乃の会 E

。
商
船
荷
観
合
艦
鼠
あ
い
お
い
誕
祭
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
‘
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
色
ゃ
ん

が
優
し
く
話
し
か
け
て
く
れ
た
か
ら
絡
し
や
す
か
っ
た
で
す
.
自
分
よ
り
も
年
上
の
人
が
い
っ

ぱ
い
い
た
り
し
て
少
し
喫
州
却
し
た
け
ど
舵
後
ま
で
や
れ
た
し
楽
し
か
っ
た
で
す
.

。

もニあ
よケい

<r お
でシい
きョ xl
るふ〆祭

きがり
との

にれポ

がたラ
んとン
ば弘lfF
りうィ

たのア
いでを

と践し
魁かで
いつみ

またて
すで
.す 5

42
のの

で時
、と

次ち
のが

ポつ
ラて

ン少
テし
イは

アコ
のミ
時ユ

勾H1.1 2

。

今

日

初
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て

『

ボ

ツ

チ
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見

た

り

体

駿

し

た

り

し

て

血

烈

し
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っ

た

の

で

、

ま

た

や

り

た

い

な

と

思

い

ま

し

た

.

今

回

は

主

務

や

醐

滞

を

し

ま

し

た

・

醐

掃

は

す

ぐ

に

慣

れ

た

け

ど

ホ

帝

は

む

ず

か

し

〈

て

す

ぐ

に

は

慣

れ

な

か

っ

た

で

す

.

ま

た

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

を

し

た

い

な

と

思

い

ま

し

た

・

かほ〈爾社.だより

ー・社協むCJ;()

。

仰

が

い

告

交

流

ス

ポ

ー

ツ

大

会

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

に

多

加

し

て

み

て

ぽ

〈

は

副

織

や

主

簿

な

ど

を

し

ま

し

た

・

い

ろ

い

ろ

な

事

が

で

き

て

と

て

も

血

烈

し

か

っ

た

で

す

.

と

て

も

n

mな

体

織

に

な

り

ま

し

た

・

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

が

他

に

あ

っ

た

ら

参

加

し

た

い

と

思

い

ま

し

た

・

~



国園 園警童ら l
戸存知ですか民生委員・児童委員 I'·

民生委員児盆委員は、地織住民抑立場にたって地域の福祉を湿っています.

地績を見守り、地織住民の身近な組依綱手として専門機関へのつなぎ慢となり活動しています.

| 活動向容 |目
I. l:主民の生活状態を必裂に応じ適切に杷鈍しておくこと

2 生活に!則する相談に応じ.助言その他の侵助を行うこと

3 桐紐サ ピスを適切に利則するために必裂な伯仰の鎚供 その他の栂助を行うこと

4 社会福祉事農者と絡按にll!携し その事業又は活動を支怨すること

5 編組111務所その他の関係行政健闘の業務に脇力すること

6 その他τ 住民の福祉の附避を図るための活動を行うこと

.中骨Olt!!~_:r咽c:::::l:"1I_
h 戸

抗
自

し認雌を況
・

・
状
す

す
し
ま

ま
問
め

し
助
努

問
・
を
・
に

紡
す
初
す
・
上

に
ま
慣
ま
す
向

的
し
る
め
ま
の

則
鑑
な
す
し
見

定
犯
に
す
動
識

を
を
誌
を
活
め

者
者
‘
流
し
深

船
船
け
交
概
を

商
高
畳
間
連
問

fレ
fレ
島
高
作
日
目
b
」
円H
A

ら
ら
頼
世
且

く
く
依
逃
し

人
人
ら
し
推
加

-
二
か
燐
祉
参

の
の
協
迎
祈
に

上
上
社
と
域
会

以
以
や
校
地
修

歳
成
所
学
や
研

0
0

役
中
世

M
m

7
7

市
小
区
各

••••••

回防災・減災活動Iこ「つながり仕掛隊!Ie0・0・0・0・0・
I~I治会 EI主防災会が主催する防災揖災活動等に 駿neつながり仕併隊j を

派出し、地域の防災力の向上とつながりづ〈りをすすめています.

砂内容 (I)防災マップー支え合いマップづくり

(2) HUG...... 盤燈所迎営ゲーム~

(3) 災 'Jfポラ Jティアセンターの理解

(4)要支級者も参加できる防災訓繰

若録地区防出訓練一一一一一一一一一一-， r 字野気巨防挺訓練

災illB ，~にかほく『同士伽惜慣する l 要支t費者も参加1できる防災訓練を

災illボランティアセンターについて II目指し.移乗介助の基本的なポイン
理解を深めました. II 卜を学びました.

か!ま〈両~.l:; 'J 201 8. 1省



同
月
日
U
《
月
〉
日
ご
ろ
か
ら
地
械
で
戸
前
の
場
と
な
っ
て
い
る

守
地
域
の
お
茶
の
間
活
動
」
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
や
興
味
附
心
が
あ
る

方
な
ど
店
名
が
集
い
「
地
域
の
お
篠
の
間
活
動
ス
タ
ッ
フ
交
総
集
会
』

を
開
催
し
ま
し
た
.

市
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方

2
名
に
よ
る
日
ご
ろ
の
活
動
の
苦
労

や
良
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
発
表
し
た
後
、
松
漏
教
授
に
よ
る
鵠
泌
が
あ

り
。
参
加
者
の
締
さ
ん
は
地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
に
つ
い
て
忽
解

を
深
め
ま
し
た
.

-
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
・

-
遣
の
お
ま
開
通
聖
書
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画餅
l 会福祉箇援会の機能の集約及び相級機能の充実のため事務所を移転しました.

地信義住民や福祉関係団体と安心して.ら世る地混づくりの鑑進体制の強化、図りごとを

抱える方への相阪支銀、介憧保険サービスの狸供に努めていきます.

〒 929-1173

かほ〈市遺塚口 52番地1O(旧七埋デイサービスセンター跡)

。

固駐S喝.

春
正面入口

多目的ホール

トイレ"
士匁

きがピス怠ンタ

砂社会福祉法人かほ〈市社会福祉協強会

TEL(076)285-8885FAX(076}285-2049

砂中央勧問介頭車業所

工E以076) 主主主主 88 且 FAX(076}285-2885

新しい電笛番号です. FAX に変更はございまぜん

砂中央居宅介鐙支媛穆簸所

TEL(076)285-2883FAX(076}285-2885

七標値.福祉

セノタ入口

10

河~j;長、 jjj!irfi lTi TI~ 可~i.EJ荷主 lTflT 5f f12 付1" 1)

次の 7j かb福祉剛』にとご笥付いただきました. (周回不ト.，

。かほく市まつり実行委員会 機 。市内匿名 1名

ほか多〈の市 u.;iNJ.f.t: さまからプルタプ守哨包 II; 読み切下位剛院みイ Jクカートリッジの収集 iこご協力向、ただきました

発行 -iii 集 社会福祉注入かほく市社会福祉笥臨会

運E官 I lI1 uuvwu] htt 山川 'h 刷蜘 k，。叫

〒目 :9-1173 かlま〈市逮環ロ 52 番地問

τEL 伯76)285-8885 FAX 印76)285-2049

か出向山初~


